
令和４年度 事業報告 

 
 
１ 協会運営及び組織の充実強化の推進 
 

協会の適正運営 

○ 適正経理、関係機関等と連携した会議開催、教育事業の推進、
随時広報等を行い、透明性、公益性に配意した協会運営を図った。 

○ 入退会、会費未納等の会員管理等を徹底し、組織の充実に努め
た。 

○ 逐次、全警協、県警担当者等との連携と各種情報の収集に努め、
大警協だより、その他連絡文書により会員への情報提供を図っ
た。 

公益目的事業活
動の適正な推進 

○ 協会業務や財務処理等の適法かつ適正な運用を行い、公益目的
事業の適正な運営と公益目的の的確な執行に努めた。 

法令順守の徹底 
○ 各種法令の順守について啓発・発信を行い、また、県警その他

関係機関との連携を図り、適正な警備業務の推進に努めた。 

 
 
２ 会議等の開催・出席 
 

会 議 議 決 ・ 協 議 内 容 等 

定時総会 

○ 令和４年 5/16（月）、ホテル日航大分 オアシスタワー3F「紅梅の間」 

○ 審議 ・令和３年度  事業報告、収支決算報告 
・令和４年度 事業計画、収支予算書 
・役員の選任（理事・監事の辞任等による選任） 

臨時総会 ○ 特別事案はなく開催なし。 

理 事 会 
○ 年間５回を開催し、協会業務の適正運営を図った。 
  【 4/26、5/16(改選後の会長の選任等)、9/20、12/14、3/29に開催） 

各種研修会 

○ 経営者等研修会の開催                                                                              
(8/9 全警協黒木専務理事による講演「警備業における諸問題」) 

○ 警察・警備業連絡会の開催 
   8/9 県警生安部警備業担当賀来補佐並びに生安部安心安全まちづくり推

進室松本補佐に講話依頼し実施 

○ 経営者等研修会の開催 
   R5.10.1 運用開始予定のインボイス制度・改正電子帳簿保存法について、

大分税務署より講師を招きR5.1.17に研修会を実施。 
 

主な会議出席 

○ 全国警備業協会 

定時総会(6/8-会長出席)、専務理事会議(7/6-専務理事出席)、警備の日全
国大会(11/7会長出席)、事務担当者会議(2/27-平川事務員出席) 等 

○ 九州地区警備業協会連合会 

定時総会(6/22)、理事会(11/17)、専務理事・事務職員会議(R4.2/3) 

○ 関係官庁・団体の会議・セミナー、広報啓発行事に会員と共に積極的に参加
し、警備業界の信頼向上と連携強化を図った。(一部、コロナ禍で中止) 

 
 
 
 



３ 適正な警備員教育事業の推進 

項 目 事  業  内  容 

適正な講習 
事業の推進 

特別講習 
 

事前講習 

○ 特別講習、事前講習 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警備員指導 
教育責任者 

講習 
（委託事業） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

講師派遣 

（県警講習） 
○ 選任指導教育責任者 現任講習（県警）に各1名を派遣 

(1号)R5.1/23 (2号)R5.1/27  

講師育成の推進 

１ 講師の体制 
○ 特別講習講師 14名 ／R5.3月末現在 

（警備員特別講習事業センター委嘱）  ＊ 複数種目の兼務を含む 

 施設 交通 雑踏 貴重品 

１級 6 8 5 1 

２級 4 0 0 2 

○ 指導教育責任者講習講師等 ／ 講師9名（県警指定）R5.3月末現在 
 1号～7名、 2号～6名、3号～5名、4号～3名、機械～5名 

２ 研修会等受講状況 
〔全警協・事業センター〕 

○ 新任講師候補者研修会 
コロナ禍のため、大分県からの参加なし。 

○ 現任講師研修会 
雑踏 (対象5名受講) 交通(対象3名受講) 貴重品 (対象4名中１名受講) 

○ 全国教育幹部研修会 
   受講対象者無し 
〔九州地区〕 
○ 九州地区特別講習講師合同研修会（大分開催予定・コロナ禍中止）全種別 
〔大分県警協〕 
○ 特別講習の事前打合せ会議等を開催 

 

 



 

職業訓練認定事業 
（職業能力開発促進法） 

○ 上記事前講習に基づき、職業訓練認定校として、大分県及び大分市からの各
補助金交付を受けた。 

 

４ 警備業の適正化に関する取組の推進 

社会保険未加入 
問題への対応 

○ 社会保険加入状況の調査・働きかけを行い、加入向上に努めた。 

警備料金の 
適正化への対応 

○ 関係機関・団体への要望等を行うとともに、建設新聞広告で適正な賃金確保の
ための警備料金見直しに係る建設業者向けの広告を行った。 

○「適正取引等における自主行動計画R4.9改訂」を配布し周知徹底に努めた。 

反社会的勢力 
排除への対応 

○ 県警・関係団体と連携し情報交換等により暴力団排除活等の取組に努めた。 

 
５ 地域防犯、交通安全、防災活動等への支援 

各種活動への 
積極的参加・支援 

○ 県警・関係団体と連携し、大分県安全・安心まちづくり活動、交通安全活動、
暴力絶滅推進活動等の会議や大会等に積極的に参加した。 

  7/26 大分市暴絶協議会理事会（書面決裁）11/26 暴絶大分市民大会 
10/13 安全・安心まちづくり県民大会  10/12 暴力追放県民大会 等 

○ 県警との締結に基づき、年金支給日(毎月１５日)における特殊詐欺被害防止
活動として、大分駅南口広場において青年部会員による広報活動実施 

災害支援、 
防災・減災活動 

○ 災害の被災情報、支援に関する情報収集に努めた。 

○ 労災防止標語等の募集、全警協への応募 

 
６ 労働災害防止と適正な労働管理の推進 

労働災害事故 
防止の意識高揚 

○ 7月全国安全週間、10月全国労働衛生週間等を大警協だより等で情報発信
を行い、労災防止対策の推進に努めた。 

○ 労働災害防止に関する論文･ポスター･標語を募集し、論文・標語の優秀作を
全警協に応募した。  ※ 応募 ～ 標語 15作 

◯ 業務･通勤災害の調査報告（4 月） 
 

適正な労務管理 ○ 労働基準監督署の立入調査、関連情報の収集、会員連絡等を実施。 

 
７ その他 

広報啓発活動 

○「11/1警備の日」の広報活動を実施。 
・10/30 JR大分駅北口広場において、加盟員19社の制服と標章の写
真を掲示し、来客投票による「制服・標章コンテスト」を実施 

・協会事務所屋外にのぼり旗での広報 

○「大警協だより」の発刊（計63号） 

○ ホームページを改修し、掲載内容を随時見直し更新管理 

関係官庁、関係 
機関等との連携 

○ 警察、行政その他関係団体との緊密な連携を図り、質疑対応等による警
備業務の適正運営の確保に努めた。 

○ R4.9.13 県警と「犯罪の起きにくい社会づくりに関する協定」を締結、
ATMによる特殊詐欺事件防止活動実施。 

◯ 大分県生活環境部県民生活・男女共同参画課の極力依頼により、協会並
びに加盟員17社が「ながら見守り宣言企業・事業所」として登録し、業
務を通じて子どもの見守り活動を実施。 

○ 関係官庁等の開催する会議等に積極的に参加した。 



青年部会等の 
適切な活動運営 

○ R5.3/6 全国青年部会長会議開催（副部会長等２名出席）部会員１６名 

◯ 前記の通り、警備の日のイベント参加、年金支給日の特殊詐欺防止広報活動   

新型コロナウィルス 
感染防止への対応 

〇 全警協会費の一部減額措置による減額分でマスクを購入し、全会員にマス
クを配布。 

〇 全警協が策定した「新型コロナウィルス感染予防対策ガイドライン」を会
員へ周知。その他、厚労省「新しい生活様式」を逐次周知。 

〇 特別・事前講習におけるマスク着用、消毒、検温、換気等の対策を徹底 

 
８ 会員数の現状 

 正会員 賛助会員 

会員数／R3年度末 ６６ １ 

R4年度･入退会 
入会  ２ ０ 

退会  ０ ０ 

現在会員数（R5年 3月末） ６８ １ 

     ※ 入会２社 －  ㈱三忠  ㈱九重緑化産業  


